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消
費
者
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

各
種
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

4
月
2
6日
、
物
産
観
光
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
5
年
度
「
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
」
な
ど
の
委
嘱
状
交

付
式
が
あ
り
ま
し
た
。

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
、
消
費

者
の
意
見
を
背
景
に
、
消
費
者
行

政
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
、
消
費

者
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

ま
た
、
物
価
調
査
モ
ニ
タ
ー
は
、

毎
月
一
日
牛
肉
を
は
じ
め
と
し
、

1
6品
目
の
生
鮮
食
料
品
の
価
格
を

調
査
・
監
視
し
、
価
格
安
定
の
た

め
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ご
気
軽
に
モ
ニ
タ
ー
ま
で
、
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

区　　　　 分 氏　　　　 名 住　　　 所

長 門 市 消 費 生 活

モ　 ニ　 タ　 ー

池　 永　愛　 子 通　6　　 区
廣　 田　由 紀 子 洲　 崎　 町
黒　 木　多 三 子 新　 開　 町

林　　 良　 恵 正 明 市1 区
村　 田　佳 奈 江 田　　　　 屋
水　 月　貞　 子 板 持4 区
横　 山　良　 子 殿　　　　台
今　 村　英　 子 湯　　　　 町
田　 越　郁　 代 上 川 西2 区
大　 下　悦　 子 湯　　　　 町

長 門 市 物 価 調 査

モ　 ニ　 タ　 ー

山　田　 都　子 通　9　　 区
宮　 津　 五　月 今　 浦　 町
国　光　 裕　子 江　　　　 良
藤　野　 範　子 正 明 市3 区
藤　津　 美 佐代 大　 羽　 山

山 口 県 く ら し

相　　 談　　 員

池　 永　 愛　子 通　6　　 区
黒　木　多 三子 新　 開　 町
福　本　 栄　子 板 持4 区
西　 本　美 智子 大　 羽　 山

経 済 企 画 庁

物 価 調 査 モ ニ ター

実　近　 玲　子 上 川 西2 区
木　 村　美 津枝 山　 小　 根
松　 浦　恵　 子 田　　　　屋

山 口 県 物 価 調 査 員 高　 橋　早　 苗 山　 小　 根
山 口 県 商 品 量 目
監　　 視　　 員

吉　津　 玲　 子 祇　 園　 町
藤　 野　範　 子 正 明 市3 区

「
ぬ
く
丸
」
に
決
定

全
国
5
名
湯「
湯
本
温
泉
」

マ
ス
コ
ッ
ト
愛
称

丸くぬΓ

応
募
総
数
1
3
、
8
2
2

人
の

中
か
ら
、
東
京
都
豊
島
区
、
夏
目

宗
弘
さ
ん
（
2
2歳
）
の
「
ぬ
く
丸
」

に
愛
称
が
決
ま
り
ま
し
た
。

夏
目
さ
ん
に
は
、
全
国
5
名
湯

「
湯
本
温
泉
」
連
絡
協
議
会
よ
り

賞
金
1
0万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
ぬ
く
丸
」
の
成
長
を
、
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

1
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ー

・
申
込
期
限
　
開
催
日
の
前
日
ま

で
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
区
公
民
館
へ

地 区 と　　　　　　 き と　　こ　　ろ

通
6 月7 日( 月)

午後7: 00 ～9: 00

通　 中　学　 校

グ　ラ　 ン　ド

仙 崎
6 月8 日( 火)

午 後7: 00 ～9: 00

仙 崎 小 学 校

グ　ラ　 ン　ド

俵 山
6 月10 日( 木)

午 後7: 00 ～9: 00

俵 山 中 学 校

グ　ラ　 ン　ド

深 川
7 月10 日( 土)

午 後6: 00 ～8: 00

小 河 内 公 園

グ　ラ　 ン　ド

ながと歴史散歩
第70回

義
隆
も
越
え
た
道

荒
　
ヶ
　
峠

渋
木
市
ノ
尾
と
真
木
二

ツ
橋
の
境
を
流
れ
る
渓
流

に
沿
っ
て
、
林
道
・
荒
ヶ

峠
線
が
あ
る
。

約
二
・
五
キ
ロ
の
坂
道

を
登
る
と
峠
の
頂
上
。
峠

の
向
こ
う
は
、
秋
芳
町
嘉

まやけ
　
　こうち

万
焼
ノ
河
内
で
あ
る
。

天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）

八
月
、
山
口
を
脱
出
し
た
大
内

義
隆
主
従
は
、
こ
の
峠
を
越
え

て
瀬
戸
崎
（
仙
崎
）
へ
落
ち
て

行
っ
た
と
い
う
。一
行
は
疲
れ

た
足
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
、
必

死
に
峠
を
越
え
た
に
ち
が
い
な

い
。現

在
、
峠
は

。切
通
し
”
と

な
り
、
尾
根
か
ら
十
メ
ー
ト
ル

ば
か
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
も

と
も
と
峠
道
は
こ
の
。切
通
し
”

の
真
上
（
花
尾
山
側
）

あ
た
り
を
通
っ
て
い

た
。そ

こ
に
は
今
で
も
、

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）

に
ま
つ
ら
れ
た
石
地

蔵
が
、
山
の
中
に
ひ

っ
そ
り
と
座
っ
て
お

ら
れ
る
。

”切
通
し
”
掘
削

工
事
の
際
、
も
と
の
位
置
に
そ

の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
た
も
の
ら

し
い
。
以
前
の
峠
道
は
こ
の
地

蔵
の
前
を
通
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

真
木
や
渋
木
の
住
民
は
、
村

と
嘉
万
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
こ

の
山
道
を
通
っ
て
、
石
灰
や
農

機
具
な
ど
を
手
に
入
れ
た
。
行

商
人
は
、
干
物
な
ど
を
担
い
で

嘉
万
へ
売
り
に
行
っ
た
。

嫁
入
り
の
行
列
も
胸
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
、い
く
た
び
か
こ
の
峠

を
越
え
た
で
あ
ろ
う
。
（
正
）

（
投
稿
）長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

峠 の切 通 し （右 が け上 に地 蔵 ）

表
紙
の
説
明

第
一
回
な
が
と
水
産
・
観
光
ま

つ
り
が
、
4
月
2
9日
青
海
島
観
光

基
地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
m
の
ジ
ャ
ン
ボ
ち
く
わ
に
挑
戦
し

た
か
ま
ぼ
こ
組
合
青
年
部
の
見
事

な
腕
に
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

「
た
だ
で
も
う
け
た
」
小
学
生

「
あ
っ
た
か
Ｉ
い
」
若
い
女
性

「
つ
ま
み
に
最
高
」
男
性

「
今
年
も
い
た
だ
き
」
中
年
女
性

ア
ッ
と
い
う
間
に
、
ち
く
わ
は

話
題
の
波
と
囗
の
波
に
の
み
こ
ま

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

1
5日
号
は
「
お
知
ら
せ
版
」
に

し
て
い
き
ま
す
。
月
2
回
の
発
行

に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
、
筆
を
進

め
て
い
ま
す
。
地
域
の
話
題
・
行

事
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
生
の
声
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
内
線
3
1
3
）
⑦

住
民
基
本
台
帳
（
外
国
人
を
含
む
）

市
の
人
口
（
5
月
1
日
現
在
）

面
　
積
　
1
5
2

・
3
0
‥ｍ

人
　
口
　
　
2
5
、
7
8
2
人

男
　
　
1
2
、
0
2
7
人

（
女
　
　
1
3

、
7
5
5

人

世
帯
数
　
　
　
8

、
6
4
4

世
帯

平
成
2
年
国
勢
調
査

）

（
1
0
月
1
日
現
在
）

人
口
　
2
6
.
1
1
0
人

男
　
1
2
.
1
1
3
人

女
　
1
3
.
9
9
7
人

世
帯
数
　
8
.
3
7
9
世
帯
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